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Ⅰ．研究背景 NICU入院児は年々増加しており、出生直後に母子分離を余儀なくされる
NICUにおける母子の愛着形成は、周産期看護の重要なテーマである。NICU入院児を持つ
母親はハイリスク分娩になることが多く、妊娠中の生活や出産を肯定的に捉える可能性が
低いため、出産後も児に対して気持ちが追いつかないのではないかと予測される。  
Ⅱ．研究目的  NICU入院中の児を持つ母親に対して、妊娠・分娩経過の認識と児への愛
着の変化の経緯を明らかにし、妊娠・分娩期からの看護支援を検討する。  
Ⅲ．研究方法 1) データ収集方法：一人 40～60 分程度の半構成的面接調査  、2) 調査場
所：A 病院 NICU 病棟 個室の面談室、3) 調査対象：NICU に入院中の児を持つ母親 6
名、4) 対象選定基準：以下の選定条件（①日本人である、②現在、精神疾患治療中ではな
い、③当院産科に切迫早産予防の管理入院中、分娩に至った、④出生時 37 週未満、⑤1800g
以下である、⑥単胎児である、⑦児の状態が安定している、⑧児の退院予定が組まれてい
る、⑨早産・低出生体重児特有の疾患以外に染色体異常疾患がない）を満たし、研究参加
の承諾を得られた母親、5) 調査期間：2011 年 7 月下旬～2012 年 3 月下旬、6)分析方法：
得られたデータを対象者毎に時系列に整理し、質的帰納的に分析した。  
なお、本研究は聖隷クリストファー大学倫理委員会（認証番号 11013）、研究対象施設の臨
床研究審査委員会の承認を得て実施した。  
Ⅳ．結果 1)対象者の概要：対象者は 6 名であり、6 名全員を分析対象とした。対象者は、
平均年齢 32.5±4.8 歳、初産婦 4 名、経産婦 2 名であり、児の平均在胎日数は 202.8±35
日（29 週 0 日）、児の平均出生時体重は 986.7±478.5ｇであった。データ収集時期は、生
後 95.8±64.7 日であった。  
2) NICU における母親の妊娠の認識と児への愛着について：【わが子のために自己犠牲を
伴う】中で、【理想とかけ離れた妊娠生活】を送っていた。【1 日でも長く妊娠生活をもた
せたい】と思い【改善しない現状】と【日々変化する状況】への不安を抱きながらも、【精
神的に支えてくれた看護師の存在】に感謝したと認識していた。  
3) NICU における母親の分娩の認識と児への愛着について：《他人事のような分娩》に対
し《覚悟して臨む》一方で、《もがきたい思い》を抱きながら分娩に至っていた。出生直後
は、《わが子誕生の一瞬の喜び》を味わっていたが、同時に《現実の世界に引き戻される瞬
間》を体験していた。そして、保育器越しから見るわが子を、《遠いわが子の存在》と捉え
ていた。  
Ⅴ．考察 結果から、妊娠を肯定的に捉えている項目は【精神的に支えてくれた看護師の
存在】のみであり、妊娠・出産を否定的な感情だけで終わらせないためにも、妊娠期から
母親を支える看護ケアが重要であると考えられる。また、妊娠・分娩期は、過酷な環境の
中でわが子への思いを高めつつも、分娩後には、《遠いわが子の存在》との認識に変化して
いたため、この認識を看護師が理解した上で、分娩後も引き続き、母親への精神的フォロ
ーと、愛着形成へのケアを実施していく必要性が示唆された。  
Ⅵ．今後の課題 NICU における母子の愛着形成は出生直後のみならず、NICU 入院中も
継続するため、今後、NICU 入院中の児への愛着や看護ケアについて母親へ調査すること
により、最終的には、妊娠・分娩・産褥期を支えるケアが可能になり、NICU 看護に寄与
できるものと考えられる。 
＊本研究の結果は、第 27 回日本助産学会学術集会にて発表予定である。  
